
学校番号 3020B 

 

令和２年度  数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ⅲ 単位数 3 年次 3 年次前期 

使用教科書 数学Ⅲ Advanced （東京書籍） 

副教材等 PRIME 数学Ⅲ （東京書籍） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・４年制大学の理系学部(工学部、理学部等)進学希望者を対象とした授業。 

・週 6 時間の授業があり、進度がかなり早いので覚悟をして受講すること。 

・数学Ⅰ、A、Ⅱ、B が理解できていない者には苦戦が予想される。 

・定期考査以外に授業内考査を予定している。 

・問題演習は自ら進んで行うこと。 

 

２ 学習の到達目標 

平面上の曲線と複素数平面、極限、微分法及び積分法についての理解を深め、知識の習得と技能の習熟

を図り、事象を数学的に考察し表現する能力を伸ばすとともに、それらを積極的に活用する態度を育て

る。 

 

３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観

点 
a：関心・意欲・態度 b：数学的な見方や考え方 c：数学的な技能 d：知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

平面上の曲線と複素平

面、極限、微分法及び

積分法に関心をもつと

ともに、それらを事象

の考察に積極的に活用

し、数学的論拠に基づ

いて判断しようとす

る。 

平面上の曲線と複素平面、

極限、微分法及び積分法を

学習することで数学的な

見方や考え方をより深め

る。事象を数学的に考察、

表現し、思考の過程を振り

返り、多面的・発展的に考

えることができるように

なる。 

平面上の曲線と複

素平面、極限、微分

法及び積分法にお

いて、事象を数学的

に表現・処理する仕

方や推論の方法な

どに習熟し、技能が

深まる。 

平面上の曲線と複素

平面、極限、微分法及

び積分法における数

学の基本概念・法則な

どを体系的に理解し、

知識を獲得する。 

評
価
方
法 

小テスト 

レポート 

観察等 

小テスト 

定期考査 

レポート 

観察等 

小テスト 

定期考査 

レポート 

観察等 

小テスト 

定期考査 

レポート 

観察等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

学
期 

内
容 

単元 

(題材) 
学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 

評価 

方法 a b c d 

 

複
素
数
平
面 

複 素 数

平面 

複素数平面 〇    a. 複素数平面を考えることによ

り，複素数の図形的側面が明ら

かになることを理解し、活用し

ようとしている。 

b. 極形式を利用することで，複素

数の乗法，除法の図形的意味が

明らかになることを考察するこ

とができる。 

c. 複素数の積，商の絶対値，偏角

の性質を理解し，それらを求め

ることができる 

d. 複素数平面の定義を理解し、 複

素数平面上の図形に現れる角や

辺の長さの比が複素数を用いて

考察できることを理解してい

る。 

小テスト 

定期考査 

レポート 

観察等 

複素数の極

形式 

 〇 〇  

ド・モアブ

ルの定理 

  〇  

複素数と図

形 

   〇 

前
期 

式
と
曲
線 

２ 次 曲

線 

放物線 〇  〇  a. 2 次曲線を解析幾何学的な方法

で考察し、活用しようとする。 

b. 軌跡の考えを利用して，放物線

や楕円の方程式を考察すること

が出来る。 

c. 方程式から概形を予測し、漸近

線などを求めることができる。 

d. 焦点が y 軸上にある放物線、楕

円双曲線についての概形などを

理解し、また 2 次曲線の接線の

方程式を求めることができる。 

小テスト 

定期考査 

レポート 

観察等 

楕円  〇 〇  

双曲線  〇 〇  

２次曲線の

平行移動 

〇   〇 

２次曲線と

直線 

〇   〇 

媒 介 変

数 表 示

と 極 座

標 

曲線の媒介

変数表示 

〇 〇   a. 媒介変数表示や極方程式で表さ

れた曲線を考察することに興

味・関心をもつ。 

b. 媒介変数表示で表された曲線の

小テスト 

定期考査 

レポート 

観察等 

極座標と極

方程式 

〇 〇 〇 〇 



 

 コンピュー

タの利用 

〇    平行移動を一般的に取り扱うこ

とができる。 

c. 極方程式で表された方程式を直

交座標に関する方程式で表すこ

とができる。 

d. 極方程式で表された方程式を直

交座標に関する方程式で表すこ

とができることを理解してい

る。 

前
期 

関
数 

関数 分数関数 〇 〇  〇 a. 分数関数、無理関数の定義を理

解し、グラフを描くのに活用し

ようとしている。 

b. 関数のグラフと直線の位置関係

について，共有点の座標の意味

を考え，その求め方を考察しよ

うとする。 

c. 逆関数の定義や求める手順を理

解し，種々の関数の逆関数を求

めることができる。 

d. それぞれの関数の式変形の方法

と，グラフの平行移動について

理解している。 

小テスト 

定期考査 

レポート 

観察等 
無理関数 〇 〇  〇 

逆関数と合

成関数 

  〇 〇 

極
限 

数 列 の

極限 

数列の極限 〇 〇   a. 「はさみうちの原理」を用いて

極限を求める方法や，発散、収

束に 

興味・関心をもち、活用しよう

としている。 

b. 数列の式の変形が容易でない場

合，「はさみうちの原理」を用い

て極限を考察することができ

る。 

c. 漸化式で表された数列の一般項

を求め，数列の極限を求めるこ

とができる。 

d. 数列の収束，発散を調べ，極限

を求めることができる。 

小テスト 

定期考査 

レポート 

観察等 無限等比数

列 

〇  〇 〇 

無限級数    〇 

関 数 の

極限 

関数の極限

(１) 

〇 〇   a. 不定形の関数の式を，不定形を

解消するように工夫して変形し

ようとする。 

b. グラフを基に、それぞれの関数

関数の極限

(２) 

〇 〇 〇  



 三角関数と

極限 

 〇   の極限を考察することができ

る。 

c. 不定形を解消するなど，関数の

式を適切に変形することで，関

数の極限を求めることができ

る。 

d. 中間値の定理を用いた基礎的な

問題の知識を身につけている。 

関数の連続

性 

   〇 

※ 表中の観点について a：関心・意欲・態度  b：数学的な見方や考え方 

   c：数学的な技能    d：知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けてい

る。 


